
日本産オヤマノエンドウ属 (Oxytropis)の 植物

マメ本斗オヤマノエンドウ属 (Oxytropis)

の梅物は、北半球の温帯から亜寒帯をへて

寒帯にまで分布 し、 Fl本では 5種 類 白化す

ることが矢「1られてお り、 レブンソウ 1種 を

除けば合て|やi山帯に自イ|:している。

「J本高山帯にたするマメ呑FI(Fabaceae)

植物は次の検索表に従って 3属 に分類 され

る。

日本の高山帯産マメ科植物の属の検索表

1.通 常i竜付弁は旗弁より長 く、果実は節

衆……………………………イワオウギ属

1.通 常旗弁は竜骨弁より長 く、果実は Iヽ

果………………………………………… 2

2.竜 骨弁の先はとが り、 しば しば嘴状に

突出する……………オヤマノエン ドウ属

2.竜 4+弁の先はまるい……………ゲンゲ属

これら3属 の 11本の高山帯 ・車汁i山帯虚

の種類 |ぷ欠のように整理される。

tl)ゲ ンゲ属 (Astragalus):ム ラサキモ

メンヅル、エゾモメンヅル、シロウマオ

ウギ、 リ シリオウギ、タイツリオウギ

(2)オ ヤマノエン ドウ属 (Oxytropis):

オヤマノエン ドウ、 ヒダカ ミヤマノエン

ドウ、 ヒ ダカゲンゲ、 レブンソウ、 リ シ

リゲンゲ

(3)イ ワオウギ属 (Hedysarum):イ ワオ

ウギ、カラフ トゲンゲ

今い11は、これら3属 中の一つであるオヤ

マノエン ドウ属 (Oxytropis)を角揺比する。

松本市丁 皇 国 秀 夫

オヤマノエン ドウ属 Gen u s  O x y t r O p i s  D e

Candolle

日本産の種 ・亜種への検索表

1.1花 序に対 して 1-2個 (希に 3佃 )

の花がつ き、包は|十i円形で長さ4-6 mm

・…………………………………・・……・・………・2

1.1花 序にメ寸して通常 34田以 liの花がつ

き、也は披針形でIiさ7-20mm・………4

2.托 東は厚 く紫褐色で豆果はイ「柄、柄の

長さは 4-8 mm… …………ヒダカゲング

2.托 葉は藁色で薄い,実質で1二果はほとん

ど1仲計丙……………………………………………………・3

3.植 物体は全体が緑色

…………………オヤマノエン ドウ

3.柚 物体は全体に補毛が密′1をしFlっぼい

……………エゾオヤマノエン ドウ

4.花 は支|1色……………… リシリゲンゲ

4.花 はネL紫色………………………………5

5.花 は 5～ 154111ずつ 1花 庁につき、旗弁

の先はI11い……………………レブンソウ

5.花 は 3～ 6個 ずつ 1花 序につき、旗弁

の先はへこむ…………………………… 6

6.小 葉は 8-13対 で、衣画は無モまたは

毛を散生……………………マシケゲンゲ

6。 小業は 5～ 8共寸で、表由iに長い:毛が 多

い。…………………ヒダカミヤマノエン ドウ

では、梅ごとに解言光する。

(1) OxytrOpis nigrescens(Pallas)Fis―

cher subsp.japonica(M[aximowicz)

―- 9 -―



Toyokuniオ ヤマノエン ドウ

束北地方南部から中部地方 (飯犠山地、

北アルプス北部、八ヶ岳、本曽駒 ヶ岳、

御岳山、南アルプスに分布 し、砂礫地や

草地に住える小形の多年申。根は本質で

大 く長い。実の小葉は 3～ 7対 ある。花

柄は長さ 1～ 5 cmで、先に 1～ 2個 の花

をつける。花は長さ1.7～2 cm、紅紫色で

美 しく、旗弁が非常に大 きい。

1886年、ロシアのマキシモヴイッチ(C.

」.Maxll■owicz)に より、本申駒 ヶ岳を

基準標本産地 として命名 ・記載 された。

スウエーデンのフルテン (E.Hulten)

が |二千う ように、 0.nigrescensに 文千杵衆で`あ

り、その変TLE Iとするf比もあるが、若者は、

分布城 も考慮 して、叫i!T r T lとすることに し

た。梅小名の nig r e s c e n sは「!∴|ずんだ」、

「収味カウ っヽた」の、また寸研寝名の Jap o l l i c a

は「日本の」意味。rl花品種 もf.a l b i f l o r a

( M a k i n O ) T , S h i m i z uシロバナオヤマ ノ

エンドウとiiう。

(1-2)0.nigrescens(Pallas)Fischer

subsp.sericёa(Kolzumi)Toy()1(1lniエゾ

オヤマノエン ドウ

北海道の中央治i地に特に し、全体がや

や小形で、Fl軟モが密メ|:するため、11っ

ぼ く兄える。小泉i原一により、11)18年に

オヤマノエン ドウの変種 として発表され

た。

1930年に中ナト猛之進により、独 fL種と

兄なさオし、 0.yezoerlsisと 命名さ才した。

木本正物 も大H在の O.nigrescensの!‖i本喪と考

える。基準標本産地は北海道の大f山 、

亜種名の sericeaは「孫liこのある」の意味。

Fl花品種 をf.leucantha(Toyokuni)T.

S h i m i z uシロバナエゾオヤマノエン ドウ

と言 う。

(2)Oxytroois retusa酌 Iatsumura subsp.

hidakamontana(Miyabe et Tatewakl)

Toyokuniヒ ダカミヤマノエン ドウ

北海道の H高 山脈 ピパ イロf子を基準標

本産地 として、すf部金吾 ・舘脇操により、

1933年に命名 ・記載された。 日 高山脈JL

部の特,猛で、小葉は 5-8対 、花は花柄

の先に 4～ 5個 ずつつ き、長さ25mm内外、

研果には、黒い「十:毛の他に黄褐色のモが

ある。梅小名の retusaは 「ややIJIんだ」

の意味。

(2-2)0.retusa Matsumura subsp.

shokanbetsuensis(出Iiyabe et■
｀
ate、va‐

kl)TyOkulllマ シケゲンゲ

北海道増モ山地の好寒別岳高山帯の砂

傑地 ・中地に特た し、1985年に付部 ・台lf

脇により命名 ・記載 された。 ヒ ダカ ミヤ

マノエン ドウに似るが、フト1東は 8-13対

と多く、 11山iは4幣毛。fとはやや小さく、

長さ20-25mm、 (ユ果にはす干Rい圧モがある①

小束の |と面子にモのある形を f.pil()sa Toyo―

kuniウ スゲマシケゲンケとiiう。母種の

0.retusaミ ヤマノエン ドウは千長うに分布

する。

(3) Oxytropis revoluta Ledebour subsp.

kudoana(A41yabe et′rate、vakl)Toyok―

uniヒ ダカゲンゲ

この植物 もJL海道の 11高山脈JL部から

中部にかけての特産で、1933牛とに付部 ・

舘脇によって命名 ・記載 された①/卜葉は

4～ 7対 あり、花はやや小さく、長さ1.3～

1 0 -―
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第 11刈 1-8 : Oxytropis revoluta ssp,kudoanaヒダカゲンゲ、9
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f . a l b i f l o r a  O h b aと言う。本重小名の me‐

ga l a n t h aは「巨大な花の」の意味。

(5)Oxytropis campestris(Linnaeus)De

Candolle subspe rishiriensis (MIatsu_

mura)Toyokuniリ シリゲンゲ

日本のオヤマノエン ドウ属の中で、唯

一、責向色の花をつけるので、他の同属

千直物から区別で`きる。小葉は 9～ 13対、

花は長さ2 mm前後で旗弁の先は凹入する。

母種 subsp.campestrisは 周北梅要素で、

サハ リンにも分布 し、宮部金岳 ・Fi宅勉

「樺大植物誌」(1915)で は 「クモマオウ

ギ」 という和名が新称 されている。母本重

では、実の裏市iや豆果に毛がある。

-15:0。 retusa

6、 す果
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第 21文1 16- 2 2 : 0 . r e t u s a  s s p . s h o k a n b e t s t l e n s i sマシケゲンゲ

16旗弁、17翼弁、18竜骨弁、19雌しべ、20雄しべ、21がく、22豆果  (1'f部・併脇)

12-―

ン
ン
ン

酬
柵
酬
ン
ン


